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論文審査の要旨

自閉スペクトラム症（ASD ）では機能的MRI （品位I）で前頭前野の異常が示唆されて

きたが、小児ASD 症では侵襲性や拘束性などの理由で、 品1RI の施行が難しいことが多

い。本研究では、非侵襲性と簡便性を備えた近赤外線スベクトロスコピィ（NIRS ）を用

いて、小児を対象に前頭前野の異常の検出を試みた。小児期ASD 群と健常対象群それぞ

れ 12名ずつにおいて、 ストルーフ。課題遂行時の前頭領域で、の酸素化ヘモグロビン（oxy-

Hb）濃度の変化を調べたところ、前頭前野の背外側領域において oxy -Hb の低下が観察

された。今回の NIRS による検査で、は前頭領域に検出チャンネルを多く設置することに

より、これまで他の脳機能画像検査によって得られた知見をNIRS によっても検出でき

ることが明らかになった。本研究により、小児期ASD においても前頭前野の脳活動の低

下が見られることが明らかになり、 NIRS を用いることで小児を対象とした脳機能画像

検査を容易に施行することが可能であることが示された。 以上の研究は ASD の病態解

明及び治療の発展へとつながる重要かっ有意義な研究で、あると評価され、学位にふさわ

しいと判断される。
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以上、主論文に報告された研究成績は、参考論文とと もに精神医学行動神経科学の進歩

に寄与するところが大きいと認める。
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